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トラック事業における働き方改革の推進

トラック運送事業は他の産業に比べて長時間労働、低賃金の状況にあり、ドライバー不足が深刻な課題。
このため、労働生産性の向上、多様な人材の確保・育成、取引環境の適正化等に資する事業を実施し、働き方改革によ
る労働条件改善を推進する。

③長時間労働の是正等に資する機器・システム等の活用の促進②輸送品目別の取組の強化

パイロット事業では様々な輸送
品目について取組みを行って
きたが、個々の輸送品目ごとに
抱える課題等に違いがあること
から、輸送品目ごとの課題や
実態を把握し、改善方策を検
証する。

地方によって輸送品目ごとに
課題が異なる面もあることか
ら、中央・地方の両方において
関係者と取組みを進める。

30分以上の荷待ち時間が生じた件数（輸送品目別）

長時間労働の是正等に資する機器について、機器の効果を増幅
させるための効果検証等を実施する。

＜事業概要＞
＜事業概要＞

①「ホワイト物流」実現国民運動（仮称）の展開について

（具体的な取組内容）

荷主等に対する「「ホワイト物流」実現国民運動」の参加に向けた呼びかけ
（運動に賛同する事業者は取組内容の公表）

荷主が取り組むべき事項等に関する普及・啓発活動
（例：平成28年度から実施してきたパイロット事業のノウハウをまとめたガイドラインの普及啓発セミナーの実施）
キャンペーン・ポータルサイトの開設・運営
（運営の例：取組状況に関するフォローアップや改善提案の受付及び働きかけ等を実施）

＜事業概要＞

＜検証イメージ＞
予約受付システムの相互利用の促進（情報の標準化）
予約受付システムと配車システム等の連携による効果検証の実施等

等

荷主側がそれぞれ他社製の予約受付システムを導入
しているため、Ａ運送は別のアプリケーションを使って
予約しなければならず、ドライバーの負担が大きい。

Ａ運送

Ａ荷主

予約受付システム
を活用して到着時
間を事前予約

Ｃ荷主

Ｂ荷主 Ａ運送

Ａ荷主

Ｂ荷主予約受付システム
を活用して到着時
間を事前予約

Ｃ荷主

Ａ運送は1つのアプリケーションで全荷主の予約
ができるため、ドライバー負担軽減を実現。

システム間の
相互利用を
促進！

国土交通省、荷主所管省庁、荷主や物流事業者団体、労働組合等が連携
し、労働生産性の向上と多様な人材が現場労働者として活躍できる労働環境
の実現に取り組む「ホワイト物流」実現国民運動を実施。

一般会計 ３００百万円（１０１百万円）


